
震
災
後
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
唯

一
大
統
領
が
来
日

駐
日
ト
ー
“ヨ
共
和
国
大
使
館
が
開
設
し
て
か
ら
、
ま
だ

一
年
ほ
ど
。

だ
が
、
東
日
本
大
震
災
後
、
同
国
大
統
領
は
即
座
に
来
日
し
、

被
災
者
支
援
を
表
明
す
る
等
、
非
常
に
親
日
的
な
国
家
で
あ
る
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二
〇
〇
七
年

か
ら
援

助
再
開

ム
ル
ア
カ
（以
下
、
Ｍ
）

一
一〇

一
〇
年
十

月
に
、
駐
日
ト
ー
ゴ
共
和
国
大
使
館
が
完

成
し
て
、　
一
年
が
経
ち
ま
し
た
ね
。

ボ
ジ
ョ
ナ
（以
下
、
Ｂ
）

は
い
。
日
本
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ
を
、
よ
り
緊
密
化
さ

せ
る
た
め
、
大
使
館
を
通
し
て
国
家
間
、

国
民
同
士
の
関
係
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇

一
一
年
三
月
十

一
日
の
東
日
本
大

震
災
に
対
し
て
、
ト
ー
ゴ
国
民
の
心
は
深

い
悲
し

十
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
ま
し
た
。
ト
ー

ゴ
で
は
、
大
震
災
を
辛
抱
強
く
、
勇
敢
に

乗
り
越
え
た
日
本
人
に
対
し
て
、
尊
敬
の

念
を
表
し
た
報
道
が
多
か
つ
た
で
す
。
ま
た
、

ニ
ャ
シ
ン
ベ
・
ト
ー
ゴ
共
和
国
大
統
領
は
、

震
災
後
に

一
番
最
初
に
来
日
し
た
大
統
領

で
あ
り
、
現
時
点
で
は
ア
フ
リ
カ
諸
国
で

唯

一
、
来
日
し
た
大
統
領
で
す
。
ニ
ャ
シ

ン
ベ
大
統
領
は
、
震
災
か
ら
三
カ
月
後
に

東
北
地
方
を
訪
問
し
、
被
災
者
た
ち
に
実

際
に
会
い
、
支
援
を
表
明
し
ま
し
た
。

Ｍ
　
日
本
か
ら
の
ト
ー
ゴ
ヘ
の
、
政
府
開

発
援
助
（Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？

Ｂ
　
ト
ー
ゴ
と
日
本
の
関
係
は
、
い
く
つ

か
の
段
階
を
経
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、　
一

九
六
〇
年
に
外
交
関
係
が
結
ば
れ
、
九
二

年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
九
三
年
か
ら
、
ト
ー

ゴ
国
内
の
政
治
の
混
乱
か
ら
、
国
際
協
力

の
断
絶
と
い
う
第
二
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
三
段
階
で
あ
る
二
〇
〇
七
年

か
ら
は
、
国
際
協
力
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
も
同
様
の
段
階
を
経

て
き
ま
し
た
。

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
様
々
な
分
野
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
主
に
農
業
、
飲
料
水
の

供
給
、
政
府
職
員
の
研
修
、
教
育
、
保
健

問
題
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
な
る
べ
く
早

期
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
額
が
、
以
前
の
数
字
ま
で

一戻
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。


